
「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の
取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。

平成30年7月号

ニュースレター

ニュースレター Vol.63

平成30年度 理事会・定時総会、定時総会記念パーティ

6月13日、ホテルニューオータニに

て「平成30年度 理事会・定時総会」

を開催しました。「平成29年度事業報

告」「平成30年度事業計画」「役員の

改選」など生団連の活動に関わる多数

の議案について、約500名の会員の皆

様にご審議をいただき、全て原案通り

可決されました。これにより、全役員

が再任され、新体制が発足しました。

※ホームページに、記念講演会の様子を含むダイジェスト

版を掲載しておりますので、あわせてご覧ください。

同日夕刻の「平成30年度 定時総会記

念パーティ」では、国会議員、関係官庁

の方々をはじめ、多くのご来賓の皆様の

ご臨席を賜りました。会員・ご来賓等を

合わせ、総勢1,100名に上る方々のご参

加により、大盛況の記念パーティとなり

ました。



ニュースレター ※文中の肩書は、実施日当時のものとなります。

【お問合せ先】
国民生活産業・消費者団体連合会 渡邊 ☎：03-6833-0493 ✉：jimu@seidanren.jp

〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル8階 URL：http://www.seidanren.jp/

生団連ＨＰ 更新情報！
2018.06.25 【ﾒﾃﾞｨｱ掲載】菓子食品新聞に記念パーティでの小川会長の挨拶が取り上げられました
2018.06.24 【ﾆｭｰｽﾚﾀｰ】号外（平成30年度理事会・定時総会、記念講演会、記念ﾊﾟｰﾃｨ）を発行いたしました
2018.06.21 平成30年度定時総会 ダイジェスト
2018.06.21 【ﾒﾃﾞｨｱ掲載】食料醸界新聞に記念パーティでの小川会長の挨拶が取り上げられました
2018.06.21 【ﾒﾃﾞｨｱ掲載】日本食糧新聞に生団連平成30年度事業計画が取り上げられました
2018.06.18 【ﾆｭｰｽﾚﾀｰ】 Vol.62（「第2回企業部会幹事会」「第3回消費者部会」開催他）を発行いたしました

6月度定例勉強会

6月28日(木)憲政記念館にて、国際経済研究所と共催で定例

勉強会を開催いたしました。

今回は参議院自民党国会対策委員長代行の西田 昌司先生に

『経世済民こそ政治の使命だ！～日本の今後の動き～』という

テーマでご高話をいただきました。「東京の一極集中を解消す

るために、長期計画を立て、それに基づいた予算配分を行うべ

き」とのお考え等、今後の国の経済政策を考えるうえで、大変

勉強になるお話をいただきました。

引き続き会員の皆様のご参加をお待ちしております。

福島県相馬市、いわき市を訪問

6月26日～27日の2日間、福島県相馬市といわき市を訪れ、東日

本大震災から7年経った被災地の復興状況を視察しました。

相馬市では、全国市長会会長でもある立谷秀清市長にご面談いた

だき、災害支援は「義理と人情」が大事だというお言葉が印象的で

した。先日の大阪北部での地震に際しても、被災経験のある近隣県

の市長が、被害の大きかった市へ支援ができるよう采配したとお伺

いし、まずは横の繋がりが大切であり、生団連に於いては会員同士

のネットワークづくりが大切だと再認識しました。そのほか東日本

大震災を機に整備された施設も見学させていただきました。

《相馬市防災備蓄倉庫『相馬兵糧蔵』》 米櫃の発想から、1万人3日分の備蓄とキッチンカー、ヘリ

ポートを完備。屋上のソーラー発電で日照のある時間帯は米の貯蔵庫の空調を稼働させている。

《相馬井戸端長屋》
被災した高齢者に対して生活支援を行う

ため整備。「井戸端」のイメージで、入居者

は昼食を一緒にとる、洗濯機は共有にする

というルール等、孤独死させない工夫あり。

いわき市では、地域を守る「防災モール」として6月15日にオープンされた『イオンモールいわき小

名浜』を訪れました。生団連は、こうした生活産業企業の取り組みも踏まえながら、会員の皆様と共に

生団連災害情報ネットワークの構築を進めてまいります。

▲立谷市長（写真中央）


